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之書」は、読者を意識しながら彼自身の言葉でその思想を語った、最も早い時期のものである。
彼の近代社会構想の本質を示すこの書を多言語で紹介することによって、福澤の思想を彼の直接
の言葉から理解する糸口となり、特に海外の若い世代の研究者にはあまり関心を向けられず、イ
メージ論が先行しがちであった福澤研究が変容していくことを期待している。
この本は、「中津留別之書」の１３の言語での紹介と３種類の解説、福沢諭吉略年譜からなる。
１３の言語は福沢諭吉による原文に始まり、英語（ヘレン・ボールハチェット訳）、ドイツ語（
ハンス・ヨアヒム・クナウプ訳）、オランダ語（ティム・ヴァンインゲン訳）、スペイン語（ア
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ル・ハルブ訳）、ベトナム語（グェン・ティ・ハイン・トゥック訳）、中国語（周暁霞訳）、韓
国語（林宗元訳）、現代日本語（西澤直子訳）と並んでいる。解説は１「中津留別之書」各種テ
クストとその普及（西澤）、２福澤諭吉の近代社会構想と「中津留別之書」（西澤）、３福澤諭
吉を翻訳する挑戦－時代を越境する言葉（ミヤンマルティン）で、各々英文を和文を掲載した。
口絵に福澤諭吉旧邸（大分県中津市）の写真や、現存する２種類の福澤諭吉による浄書本などを
掲載し、また年譜を和英両言語で付し読者の便を図った。
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研究課題
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研究成果実績の概要

福澤諭吉が１０代後半を過ごした旧宅において、明治３（１８７０）年に執筆された「中津留別之書」は、読者を
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ア・ミロノヴァ訳）、アラビア語（ハサン・カマル・ハルブ訳）、ベトナム語（グェン・ティ・ハイン・トゥック訳）、中国語（周暁霞
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